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目的 ＤＴＩＣ単剤に対する他の化学療法剤や IFN alpha の併用効果を

調べる 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

２０のＲＣＴ（3273 例）についてメタ分析を行った。 
DTIC に化学療法剤を併用すると単剤に比し奏効率は 23％増加する。

DTICを含む多剤併用化学療法に IFN alphaを併用すると単剤に比

し奏効率は 53％増加する。生存期間に差は認められなった。 
 
 
 
 
 

結論 

DTICに IFN alphaを併用するとDTIC単剤よりも効果がえられる

ようなので、確認するためのＲＣＴが必要である。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（Ｉ ） 
悪性黒色腫の化学療法に関する数少ないメタ解析である。奏効率から

みれば IFN alpha の併用効果が認められるようだが、生存期間に差

がないため、IFN alpha の併用効果について確定できない。 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 




